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第五章 まちづ くりの現状 と問題点
〔1〕人 口 の 推 移
昭和40年～45年は,年 平均増加 率 マイナス
0.1%の人 口流 出が見 られ るが,し か し昭和45
年～50年にな ると,年1.9%の増加率 であって,
昭和50年では滋賀県全人 口の約17%を占 めてい
る。中部圏域のなかで も特 に人 口増加率 の高い
市町は,近 江八幡市(3.3%),八 日市市(2.8
%)お よび能登 川町(2.0%)であ る。
表5-1人 口 の 推 移
人口の増加,地 域外での就業率の増加を も意味
してい ることは言 うまで もない。
表5-2雇 用 の 推 移
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(注)「国勢調査」による。
地区住民の通勤圏が京阪神へ拡大 されるとと
もに,国 鉄東海道本線沿線の市町を申心にして
他府県か らの人口流入 も増加してきた。そのた
めに,後 にもふれるように,学校やし尿処理場
などの公共施設の不足や,新 旧住民の連帯意識
の喪失などの問題が発生してきたのも当然であ
る。
〔皿〕 産 業 と 雇 用
昭和40年頃までは農業中心の田園都市で,お
のずから農業従事者が多かったが,名 神高速道
路の開通 とともに工場の進出が著しくなり,そ
の結果,第2次 ・3次産業の就業者が加速度的
に増加 してきた。 もっとも,人口増が昼間流出
(1)比較的温暖で肥沃な土壤の湖東平野は,
水稲申心の穀倉地帯 として,日本で も屈指の近
江米の産地である。耕地利用率は県下で最高で
あるの も,穀倉地帯の証左であろう。
大中の湖の午拓地では,水稲のほかに,露 地
スイカや野菜ハウスの栽培 も盛んで,ま た,肉
牛生産 も県全体の 半分を占めるほど盛況 であ
る。このような反面,肉 牛生産のコス ト高,し
尿公害,野菜価格の不安定性,ハ ウス病などの
問題が 山積して,地元農民の悩みは 深刻で あ
る。
(2)近江八幡市 ・五個荘町 ・日野町などは近
江商人の発祥地として,また八 日市市は市場町
として,そ の名はあまりに も有名であるが,中
部圏域として見た場合に,近江八幡市 と八 日市
市に2分 された商業圏域を含んでいる点に何か
と問題があるよ うである。その うえ,高級商品
の購買は依然 として京阪神に依存する傾向が大
きいし,スーパーなどの近代的大規模店が数多
ぐ進出してきたために,従来の小売店は変質 を
迫 られている。商業の新しい発展は,、今後の大
きな課題であろう。
(3)昭和40年頃から国道8号 を中心に行なわ
れてきた工業開発は,そ の後,昭 和45年以降に
なって,名神高速道路八日市インター周辺か ら
日野町 ・蒲生町にかけての丘陵地帯に大幅な企
業立地をみアこのであるが,し かし高度経済成長
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の終息とともに,景 気が低迷し出し,設備投資
もほとんど行なわれな くなってきたのが昨今の
実状である。とりわけ,日野工業団地は,水事
情の悪条件 もあって,広大な遊休地になってし
まっているのも大問題であろ う。したがって,
非用水型の工業誘致が切望 されて いるの であ
る。
製造品の出荷額は,県全体の約12%を占めて
いる(昭和50年)。県 の申部に位置する圏域 とし
て,い っそうの伸び率が当然期待 されるところ
であろう。
〔皿〕 観 光
県の木 「もみU」 で も名高い永源寺,県 の花
「しゃくなげ」で有名な日野町の石楠溪谷,大
中の湖遺跡,石 塔寺,安 土城趾,長 命寺,八 幡
堀など,由緒のある史跡をはじめとして,江 洲
音頭や祭 りなどの有形無形文化財,国 宝1,特
別史跡1を 含めて国指定の文化財143というよ
うに,観光資源には恵まれているのであるが,
観光客の人数は近 くの大津市周辺地域とは比較
にならないほど僅少であるのが現状である。そ
れは,観光地がルー トの うえから一体 となって
いないためであろ うし,まだ,京都や大津 ・彦
根の影にかくれたよ うになっているためで もあ
ろ う。
したがって,観光地 としても活況を呈するだ
めには,観光のためのルー トを設定するととも
に,ま ずは道路を整備し宿泊施設を拡充するな
ど,さまぎまな工夫をこらす ことが要請 される
ところであろう。
〔IV〕生 活 環 境
中部広域圏は東西に伸びた地域であるにもか
かわらず,交通の便から見 ると,南北に3本 の
鉄道(東海道新幹線 ・東海道本線 ・近江鉄道)
と3本の幹線道路(名 神高速道路 ・国道8号 ・
307号)が走っていて,こ の地域を縦に 分断し
ている。東西の幹線道路の役割 りを果たしてい
るのは,た だ八風街道1本 だけである。したが
って,東西交通網を整備す ることが何よりも焦
眉の急務であろう。
今 日まで地域住民の足であった近江鉄道は,
マイカーの普及などに も起因して,経営が悪化
し,住民の足としての機能を失いつつあるのが
実状である。銕道に代わるものとして,圏域内
の路線バスが抜本的に整備拡充 されることが必
要であろ う。
ところで,折角の八 日市インターも利用状況
は,名古屋～京都の各インターのなかで も最低
の出入率であって,近 く開設 される予定の竜王
インターとともに,地域の発展を考えた活用が
大切であろう。
東海道新幹線 は圏域内に停車駅がないかち別
として,東海道本線は利用者数が激増している
現況に応 じて,現 在,草 津までしか敷設 きれて
いない複々線 を圏域内にまで延長することが是
非とも強 く望まれるのである。
他方,河川についてみると,圏域内には愛知
川 ザ日野川 という比較的大 きな河川が流れてい
るが,両河川の多 くの支川には尻無川 もあ るう
えに,河積が狭隘なために氾濫することもしば
しばあるから,早期に完全改修が施行 される必
要がある。
入口の増加とともに,し尿処理場 ・広:域斎場
・下水道 などの都市施設の整備 も急務で ある
が,高 等教育機関があまりに も少なく,増設が
緊急の課題であろ う。現状では,高等学校はわ
ずか9校(う ち1校は私立,2校 は職業高校),
特殊学校は2校 で,大学 ・高専にいたっては皆
無である。
道路や公共施設の拡充整備はもとより,人口
の増加や住民の生活様式の変化に応じた 「まち
づくり」への対応が行政的に も急がれなければ
ならないであろう。
〔V〕展 望 と 課 題
漸増を つづける人口 は,昭和60年代 になる
と,約21万4千人になるものと推定 されて い
る。人口増に対応 して,住宅や宅地の需要 も必
ず増大し,公共投資の必要性 も大幅に増加する
ことが予想されるから,土地利用を計画的に推
進 して,秩序ある地域づくりを期す ることが至
極肝要であろ う。
近江米で全国に有名な農業をいっそう振興す
るためにも,都市近郊 という立地条件を活用し
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た新しい農業経営の形態を定着 させ ることが必
要不可欠であろう。そのためには,農 業の従事
者や農協関係者などが一致団結して,地 域農業
を押 しすすめることが大切であろう。
また,歴史的にも重要な家並みや街並みを保
存 した り,自然の資源を活用した観光ル ートを
設定 した り,歴史 と自然を生かした 「まちづ く
り」 を推進することも重要であろう。
さらには,中 部圏域の2市7町 が調和的に成
長 してい くためには,何 はさておいても,交通.
網の整備が急務であろう。 とりわけ,東西に長
いこの地球が均衡ある発展をするために も,東
西交通の整備が強 く望まれるのである。東海道
新幹線の新駅設置 も将来は必要であろうが,し
か し,まず地域住民の日kの生活に密着しだ域
内交通一 生活道路の整備,自 転車道の建設,
近江鉄道 の近代化,バ ス路線 の拡充整備など
が,至 極肝要に思われるのである。
(野村 博)
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